
令和９年度当初予算編成方針のポイント

〇 歳出拡大圧力が強まる中、財政状況は依然として厳しく、公共施設の老朽化、物価・人件費の高騰に加え、
将来的には人口減少による税収、地方交付税の減少により、収支不足が拡大する恐れ

〇 国からの依存財源に頼らざるを得ない脆弱な構造にある中、国の財政健全化に向けた地方財政対策の変更等により、
交付税措置や国庫補助金が縮小・縮減されるリスクがある

〇 このため、強固な財政基盤の確立と持続可能な財政運営に向け、不断の歳入・歳出改革努力が必要
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【スケジュール（予定）】
○ 編成方針発表 10月16日(金)
○ 要求書締切 11月 2日(月)
○ 予算案発表 2月 上旬頃

〇令和９年春に統一地方選挙が行われる予定であること
から、「骨格予算」として編成

〇一方、県民のくらしや生命・財産を守る対策、地域活力
維持に直結する経済対策、物価高騰への対応などの重要
課題については、必要な予算措置を講じ、県民生活の安
定と行政サービスの確実な継続に万全を期す

〇統一地方選挙後に補正予算「肉付け予算」を編成

歳入・歳出改革の徹底

〇歳出事業見直し

・前例踏襲打破、ゼロベースで既存事業の抜本的見直し
・職員数減少を見据えた業務量削減やＤＸ/ＡＸ推進
・業務発注の透明性・公平性・公正性確保
・国や他の自治体、外郭団体等との役割分担見直し

〇歳入確保

・国や民間等の外部資金、有利な県債の最大活用
・受益者負担の適正化や未収金削減の強化

「骨格予算」としての編成

※｢公共事業等｣は、前年度当初予算額をベースとし、国の動向の反映は、
原則、肉付け予算にて対応。予算編成過程において具体的な調整を行う。

※総合計画等のKPI達成に極めて高い効果がある事業については要求基準
にかかわらず別途要求可能とする。

原則、一般財源ベース
で前年度当初予算額以
内とし、物価・人件費
等の上昇を反映した額
※徹底した歳出事業
見直しや歳入確保
を並行して実施


